
　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・低価格志向や買い控えによる売上不調は続いている
ものの、数か月前よりも来客数が前年比２～３％回復
している。また、買上点数伸張により客単価も前年並
みを確保できており、数か月前よりは回復の兆しがあ
る。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・薄型テレビを始めエコポイント商品の動きがよい。
また太陽光発電、オール電化も補助金の後押しで徐々
に動き出してきた。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・エコカー減税と新車購入補助制度が当社にとって追
い風となっているのが実感できる。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・米国の大手金融機関の破たん以来、売上が上がって
いないが、３か月前と比べるとパーティ需要等確実に
来客数が増えている。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・今月は来客数も前年並みで、来月、再来月も若干で
はあるが予約が入っている。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・政権交替で、医療費の問題、税金の問題、公共料金
の問題等がまだまだ不透明であり、客の財布のひもが
固いようである。インフルエンザの問題もあり、客は
なかなか人ごみの中に出てこず来客数も減少してい
る。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・販売量が前年度とあまり変わらないが、単価が下
がっているので売上が取れない。客の買物が安いもの
に流れていく傾向が強い。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

販売量の動き ・とにかく売れていない。今一番おいしいサバでさえ
動きが悪い。他のものはいわんやである。12月になる
とふぐなどの動きが出るだろうから期待する。今年は
ふぐ自体も安いので、何とか商売に結び付けたい。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・毎年恒例の大型物産催事は盛況で、来場客が殺到し
会場への入場制限を行った。また、催事場の店舗は各
所で行列ができ、会場予算、前年実績を共に超え、開
催以来最高の売上を達成した。しかし希望商品を購入
後は自宅に直行する客が多く、各階への波及効果は少
ない。買物を楽しみゆっくり店頭を回遊する客が少な
くなっている。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・前年10月の米国の大手金融機関の破たんから、売上
の下降傾向に歯止めがかからない。客単価、商品単価
とも低下が続いている。デフレや二番底といった言葉
が新聞紙上を飾り、景気の回復感のない現状が続く。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・天候の影響もあり、衣料品の売上が伸びない。相変
わらず客は必要最低限の買物で済ませる傾向がみられ
る。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・特定地域や部門ではなく全般的に大きく落ち込んだ
ままである。来客数の減少より販売額の減少がかなり
大きく、客単価、１品単価が低下している。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・例年であれば店内に貼ってある年末年始の予約のパ
ンフレットを足を止めてみる客がいたが、今年はそれ
が少ない。客は目的外の衝動買いを控えている。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・客の購買が最低限の購入に限られており、衝動買い
はほとんど見受けられない。客単価も下降傾向にあ
る。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・来客数は前年並みだが、景気に合わせて商品の１点
単価を低くしているため、客単価が下がっている。
セット率を上げようと努力したが、かなわず、売上は
前年をやや割っている。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・冬物なので比較的単価は上がるが、やはり客は吟味
して買う。買上点数が少なくても大きなものが動けば
売上はある程度まとまるが、やはり客の財布のひもは
固く、とても厳しい月となった。そのなかで、セール
品を混ぜながら何とか売上をとった。

乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・補助金対象車しか売れず、利益が出る高額商品が出
ず、儲からない。

家計
動向
関連



住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・毎月のキャンペーンは相変わらず不調で、来客数も
少なくなっているが、成約率が特に悪くなっている。
反面、９月からの新企画とPR方法の変更で新規客の来
店が出てきた。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

お客様の様子 ・燃料油の販売量は前年とさほど変わりないが、その
他のカーケア商品についての客の様子は賞与が支給さ
れてから考えるという様子である。その賞与自体も厳
しいという話をされるため、厳しい状況である。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

単価の動き ・客の購買単価や購買頻度の減少がさらに続いてお
り、現状改善の兆しが見えない。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・商品がとにかく売れない。相変わらず空港の搭乗客
の減少に歯止めがかからない。景気の悪さが販売額の
減少に反映されている。

高級レストラン
（支配人）

お客様の様子 ・例年であれば11月の来客数は10月より増える傾向に
あるが、大手企業の接待が減ったため、あまり伸びな
かった。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・新規客が少しずつ増えているが、常連客の来店頻度
が落ちている。

その他飲食［居
酒屋］
（店長）

来客数の動き ・焼酎が一番おいしい時期になり、客にはがきもたく
さん出したが、とにかく来客数が少ない。

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・秋の団体旅行シーズンを迎え、例年は修学旅行やス
ポーツ関係、観光旅行等の団体需要が見込めた。しか
し、今年はインフルエンザ影響を受け、来客数が大き
く減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・月初は人の動きがなく、週末、月末だけが多い。
通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・今月は、携帯電話の新商品発売とキャンペーン開始
でテレビコマーシャルへの露出が多くなり、20日以降
の販売台数が月初に比べて増えた。しかし、前年と比
較すると減少しており、法人需要は動いているが、特
に個人はまだ買い控えの傾向が続いている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の携帯電話の新規申込があまりない。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・11月はゴルフトーナメントが全国的な話題となり、
ギャラリー数が増えた。またプロ野球球団の秋季キャ
ンプもあり、スポーツ分野での来客数は多かった。し
かし、法人の落ち込みにより全体としては横ばいの状
況である。

音楽教室 それ以外 ・楽器販売については、ボーナス商戦が始まるかと
思ったが、新規客の財布のひもが固く、売上が下がっ
ている。ただし、既存客は高額商品を購入するため、
売上的には可もなく不可もない状態である。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

お客様の様子 ・ケアマネジャーから聞こえる利用者の要望は、以前
よりできるだけ費用を抑えてほしいというものが多
い。

設計事務所（所
長）

販売量の動き ・市内の同業者は耐震診断、耐震補強が随時出ている
ので、現状維持である。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・メーカーサイドも受注した分しか商品を作らない状
況である。在庫を抱えられないため、提案型の営業が
全くできない。

商店街（代表
者）

単価の動き ・安い単価のものしか売れない。デフレ傾向が商売に
も出ている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来客数が減少している。来店客への接客を充分気を
つけ、また店内のレイアウトを変更したり工夫をして
いるが、客の購買意欲の低下が感じ取られる。

一般小売店［精
肉］（店員）

来客数の動き ・来客数の減少に伴い、売上も減少している。それに
加え、大手の取引先との契約も打ち切りになるので厳
しい状況である。



一般小売店
［茶］（販売・
事務）

単価の動き ・消費者の購入意欲は相変わらず感じられず、売上は
低迷している。来客数も購入単価も減少し、今後も期
待できそうにない。例年11月から一番の売上になると
ころだが、今までにない最低の月間売上である。外商
ではお得意さんの倒産もあり、事務所でも社員のお茶
出しをしなくなっているため、注文量も減っている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・年末のボーナスの状況が各社軒並み厳しい中、既に
客の買い控えが始まっている。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・買上数量はそう変わっていないが、特に婦人服の
コート類は前年の70～80％と単価の低下が著しい。

百貨店（売場担
当）

単価の動き ・３か月前に比べて食料品、紳士服の売上は上回って
いるが、その他はすべて低くなっている。来客数は今
月は前年比97％、３か月前は同94％と３ポイントほど
上昇しているが、上昇している分が売上に結び付いて
おらず、３か月前より低下している。ただし物産店催
事は好調である。秋冬物の正価品は、衣料品を中心
に、特に身の回り品を含めて良くない。実態としては
衣料品を中心に単価ダウンが顕著になっている。

百貨店（企画） 販売量の動き ・前年の米国の大手金融機関の破たん後、販売量が大
きく落ち込み、１年が経過したが、更に落ち込んでい
る。一昨年対比で見た落ち込み幅が相当大きい。大き
な要因として、防寒物の動きが鈍いことと、新型イン
フルエンザの蔓延の影響が挙げられる。また、バーゲ
ン催事の販売量は維持しているが、定価品の動きが鈍
い。価格に対する意識が更に高まっている。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・客との会話で感じるのは、ボーナスや先の収入をあ
てにした購買が確実に減っている。クレジットカード
の利用も減り、買物の多くは友の会の満期券や商品券
といった客が目立つ。将来に対する不安は日々高まっ
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・来客数が前年比96％くらいまで落ち込んでいる。特
に衣料品が夏からずっと悪い状態が続き、冬の商品も
売れていない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・高単価商品を中心に販売量が減少し、買上単価も低
くなっている。来客数の減少はみられないが、業界全
体の低価格傾向の影響が顕著にみられる。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・全体的に来客数が前年より４～５％低下している。
特に土日の落ち込みが大きく、商品単価もより安く訴
求するが、買上点数があまり伸びていない状況であ
る。来客数が前年実績まで戻るのは非常に難しい。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・デフレの影響か、高額商品の動きが非常に悪い。低
単価品の商品ばかり動いている。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・来客数の動きは前年のタスポ効果の反動で低いまま
継続しているが、商品単価の下落がここ２～３か月で
どんどん悪化している。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・テレビに売上が集中しており、冷蔵庫、洗濯機、季
節商材がテレビに回った分以上に落ちている。

乗用車販売店
（管理担当）

お客様の様子 ・３か月前は減税、補助金で需要があった。現在は以
前に比べてその効果は少なく、購入には至らない。

観光ホテル（総
務担当）

来客数の動き ・特にレストラン部門の来客数が減っている。宿泊部
門は単価が下がっているのが気掛かりである。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・来店客、購買単価がいずれも減少している。年末年
始も長期間、高単価の旅行商品が売れず、近場の宿泊
や韓国が前年を上回っている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は休日の関係もあり大変客の動きが悪い。洋服
をリフォームして着るという客が多いという話を聞
く。

タクシー運転手 来客数の動き ・11月は観光シーズンであり、例年だと特に修学旅行
が多いが、今年は本当に少ない。インフルエンザの関
係で極端に少ないようだ。

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・デフレが進んでいる。資金繰りが厳しい。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・顧客が低価格に慣れてしまい、来場について様子を
みてる状況である。客の動きがやや停まっているよう
に見受けられる。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・夏場はカットの客が多かったが、七五三が終わって
からは暇な状況が続いている。

美容室（店長） お客様の様子 ・冬のボーナスを当てにできなくなり、景気は悪い。



住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・問い合わせ数と交渉中の物件の成約率が非常に落ち
ている。同業者関係の流通も非常に減っているので、
土地の動きが悪く、景気も良くない。来客数も減って
いる。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・これまでは新しいものが売れなくても修理で金額も
張っていたが、今月は客が来ない。とにかく財布のひ
もが固く、客は金を使わない。

商店街（代表
者）

単価の動き ・今月は商店街への来客数、客の様子、売上の単価、
販売量ともに最低である。

一般小売店［青
果］（店長）

それ以外 ・相場はかなり悪い。果物、野菜ともに今年は台風が
なかったため豊作過ぎて相場が成り立っていない。そ
の上デフレであり、かなり厳しい状況にある。

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・９、10月は厳しいなりに少し良くなりかけたと思っ
たが、円や為替の問題がダイレクトに個人消費に影響
している。今までは影響の少なかった食品まで影響を
受け、肉、高級肉、魚などの動きが極めて鈍くなって
いる。特にクリスマスケーキがかなり悪い。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・新型インフルエンザなどで来客数が減っている上に
客単価も低下しており、二重に苦労している。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・デフレの影響か買い控えが多く、食品、衣料品も必
要なもの以外は買わないという状況で、競合店も厳し
く前年の85％くらいで推移している。年末に向けても
厳しい状況が続く。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は前年より2.5ポイント低下し、客単価は0.5
ポイント低下した。販売数は増加したものの、販売単
価は４ポイント低下しており、来店頻度の減少と客単
価の低下で売上は大幅に低下している。食品は前年の
値上げとは逆の動きであり、また最近は婦人服の値下
げが特に著しい。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・今月に入って特に厳しさを増しているのが衣料品、
サービス部門の旅行等の受注であり、前年に比べ大幅
に減っている。客も、先行き不安感から、購買行動が
この数か月はさらに慎重になっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・先行き不透明な部分もあるせいか、最低限必要な商
品のみ購入する客が多く、売上全体は先月と同様に下
がり傾向にある。来客数が同じであっても買上点数が
少ない状況が続いている。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・今月も予算・前年実績のいずれも未達成で終わって
いる。要因は量販店の低価格販売のほか、３～４割引
きの競合店との競争加熱である。本来経常利益が出る
食パンも、80円台と低価格で販売しているにもかかわ
らず個数が出ない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・安いものしか売れず、客も来なくなった。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・相変わらず客の財布のひもが固く、売上ゼロの日が
続いている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・物が売れないという状況が末端の店にも来た。衣料
品、なかでも婦人服の売上がだんだんと小さな店にも
響いている。安い物が売れているというより、全体的
に売上が落ち込んでいる。

その他専門店
［書籍］（店
長）

来客数の動き ・業種によっては購入せず我慢してしまうものもあ
る。可分所得が各家庭とも激減しており、余分なもの
は売れていない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・デフレで客単価もあまり伸びないし、忘年会を控え
ているが人の動きが鈍い。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・忘年会時期なのに客の動きが悪く、金土と空室が出
ており、以前と比べると来客数は２割ほど落ちてい
る。客も２次会をやめているのか、滞在時間が長い。

都市型ホテル
（副支配人）

単価の動き ・毎年ある大会関係の宿泊は単価が非常に安くなって
いる。また、インターネットでの安い料金での占有率
が５割以上と非常に厳しくなっている。

旅行代理店（業
務担当）

販売量の動き ・各業種、各企業とも軒並み冬のボーナスが減ること
から、娯楽への消費である旅行という選択肢が真っ先
に削られている。法人需要も全く回復の兆しが見られ
ない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今の状況では客は金を使わない。短距離でのタク
シー利用客が減り、非常に景気が悪い。



競馬場（職員） 販売量の動き ・将来に対する不安から可処分所得を備えに回す動き
が強くなっている。このため、当社のようなレジャー
関係で使用する金額が大きく減少している。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・美容業界は12月がピークになるはずであるが、９月
からどんどん下がってきて、11月が一番悪かった。

美容室（店長） お客様の様子 ・飲食業の客の話では前年も売上が悪かったが、今年
はさらに前年の半分であるとのことである。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フィッ
トネスクラブ］
（営業）

来客数の動き ・来客数の減少や客単価の低下が起こっている。現在
の顧客も定着率が悪化してしている。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［住宅情
報誌］（経営
者）

販売量の動き ・不動産物件は増えているが、広告を出稿しても反
響、制約がほとんどないため、売上、広告量のいずれ
も前年比30％減である。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は受注の目処が全くなかったが、来月から
１月にかけての仕事が具体化しており、状況的には良
くなっている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量の動きが少し上向いてきた。価格は日に日に
厳しくなっているのでこれから先どうなるかわからな
いが、12月もこのままいけばある程度は良くなる。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先の中には受注状況が回復しつつある会社が複
数社出てきた。

その他サービス
業［物品リー
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・景気の底打ち実感はいまだないものの、夏場の契約
額最低期に比べれば、契約額で10％弱ではあるが上向
きとなっている。

変わらない 農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・需要期になるので通常であれば価格が上がるのだ
が、価格が非常に低迷し、厳しい状況が続いている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・あまり良いとは言えないが、何とか現状を維持して
いる。

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・受注量、物件情報量共に悪いまま推移している。大
手マンション分譲会社の破たんもあり、建築業に携わ
る業者は軒並み仕事量が３割近く減少している。注文
の焦げ付きの不安と受注量の激減、競合による単価の
下落に歯止めがかからない。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・ハイブリッドカー用電池関連設備で受注の動きがあ
るが、受注価格が大変厳しい。半導体の装置部品でも
受注量が増えたが、同様に価格は厳しい状況である。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・半導体関連は全般的に一進一退であるが、その中で
も非常に単価が厳しく、２割以上落ち込んでいる。各
企業が受注の取り合いという状況で、対応が非常に難
しい。

輸送用機械器具
製造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年と比較すると生産量はかなり回復している。上
向きではなく、その水準を維持している状態である。

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・当社の専門分野の受注工事もあり、年度末までは順
調である。

輸送業 受注量や販売量
の動き

・荷物の量が増えてこない。実質の景気回復はまだま
だである。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・今月も紙、パルプ、鉄などの業界が非常に悪く、ま
た、好調ではないもののある程度前年並みの数字を出
していたペット業界も悪くなっている。一方、石鹸、
ラップ、墨、おむつ等の日用雑貨は健闘している。

金融業 取引先の様子 ・製造業については、底を脱しているのは間違いな
い。大手企業は在庫調整も終わり、秋口には中国等の
海外からの受注により生産を回復してくる見込みで
あったが、それが数か月遅れている。現状は緩やかな
回復が始まったばかりで、来年からやや良くなる。

金融業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・商店街の通行量が非常に少ない。

企業
動向
関連



金融業（調査担
当）

それ以外 ・福岡県の鉱工業生産指数は６か月連続で上昇してお
り、生産活動は持ち直しの動きが続くなど明るい兆し
が出始めている。また、緊急経済対策の効果により、
企業倒産が低位で推移している。一方、最近の円高や
株価低迷などを受け、企業業績の悪化懸念が拡大して
いる。また、新設住宅着工戸数が前月比での減少が続
いていることや、冬のボーナスの大幅減少が見込まれ
ていること、さらに雇用情勢が引き続き厳しい状況に
あることなどから個人の消費マインドが低下してお
り、景気は必ずしも良い方向に向かっているとは言い
難い。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・客の状況をみると、全般的に売上は前年より２けた
近い減少となっている。前年もかなり厳しかったこと
を考えると、それ以上に悪くなっている。唯一伸びて
いるのは医療関係であり、病院と薬局がインフルエン
ザ等々で若干伸びている。

やや悪く
なっている

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・10月も厳しかったが、11月はもっと厳しい結果であ
る。スーパー、居酒屋向けは前年比20％減であるほ
か、頼みの加工メーカー筋の素材肉も、最需要期にも
かかわらず引き合いが弱い。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今の状態は非常に悪い。特に事業仕分けで消費が停
滞している。中長期的な受注はほとんどなく、目の前
の受注をこなすくらいである。日ごろ動いている商品
の受注が少なく、来年の動向が心配である。

鉄鋼業（経営
者）

それ以外 ・受注量・販売量が停滞している状況が長期化してい
るが、今後も建設需要は長期に低迷する。また補正予
算の削除・凍結により公共事業の減少が懸念されるた
め、需要回復への転換期が全く見えない。このような
不透明感・閉塞感が充満している状況で、建材業界は
危機的な状況へ入り込んでいる。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・全体的に荷動きが悪くなっている。特に例年良くな
るアパレル、食料品も悪くなっている。

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・公共工事の前倒し発注に伴う資金需要が、ここ最近
落ち着きを見せている。一方、景気の先行き不透明感
が増し、今後売上が見込めないなか、当面の運転資金
確保という後ろ向きの資金需要がある。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・政府の返済猶予法案の話が出始めて以来、取引先で
ある中小零細企業のなかに月々の返済金額について軽
減を要請する企業がでている。

新聞社（広告） 受注価格や販売
価格の動き

・新聞広告閑散期であることを考えても、広告主の予
算削減が大きく、好転の兆しがない。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・不景気になり、研修やコンサルティング関係の仕事
が減っている。

悪く
なっている

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注が非常に少ない。特に企業ユニフォームが全く
ない。これまでに経験のないような不景気感がある。
これまでの不景気を乗り越えてきたが、今回はかなり
きつい。

その他サービス
業

取引先の様子 ・市町村の財源は税収不足から減少し、まちづくりに
関する調査や計画策定に関する予算が減少している。
このため、コンサルタントへの調査や計画に関する業
務委託が減少傾向にあり、受注業務が減少している。
仕事自体がなくなっており、景気がさらに悪化してい
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・単発ではあるが、求人数が増えている。取引が長く
なかった企業でも、人手が足りず派遣の依頼をすると
ころも出ている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・引き続き長期の派遣案件は少ない。

新聞社［求人広
告］

求人数の動き ・求人数の動きは依然低迷したままである。上昇の兆
しすら見えない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の減少幅は縮小したものの、前年同月比
で13か月連続の減少となっており、求人意欲は高まっ
ていない。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者の状況をみると、前年同月比で増加する
傾向が引き続きみられる。

雇用
関連



学校［大学］
（就職担当者）

求人数の動き ・求人状況は低迷したままである。４年生対象の追加
求人はほとんどなく、就職を希望する学生は活動でき
ない状況である。また、３年生対象求人が少し動き出
してきたが、人事担当者からは積極採用の姿勢はあま
りない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・就職支援セミナーを行っているが、正社員採用の数
が減った。アルバイト・パートの数は変わらない。自
社の雇用に関しても、採用を見送ったり募集を控えた
りしている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・年末商戦、歳暮シーズンに向けての増員の動きが鈍
かった。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・冬の賞与が大幅に減額される人が多く、景気の冷え
込みを感じるが、地元のサッカーチームがＪ１への昇
格が決まり、歓迎ムードで地域への経済効果も少なく
ない。しかし、こうした明るい話題で差し引いても景
気はやや悪い。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・10月の新規求職者数が９月と比べ3.9％増加してお
り、前年同月比で6.2％増加している。９、10と２か
月連続で新規求職者数が3,000人を突破し増加傾向に
ある。月間有効求職者数も対前年同月と比べ18.8％増
加している。

学校［専門学
校］（就職担
当）

雇用形態の様子 ・国の緊急雇用対策に関する求人のみが目立ち、民間
のものは非常に厳しい。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・物が売れない時期に事業見直しが毎日のように
ニュースとなる。公共事業等で売上を立てている企業
は年末までの目処さえついていない。

民間職業紹介機
関（社員）

求人数の動き ・前年派遣就業をストップした企業から派遣要請の話
がわずかながら発生している。ただ、長期的なもので
はなく、ごく短期間のものであり、派遣スタッフの派
遣要請は減少している。また、第４四半期を迎え契約
更新の話はごく慎重な対応が増加し、３か月契約が２
か月、１か月という短い期間に変更になっている。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・人材派遣に関する新規求人数が前年同期比半分以下
である。正社員採用の需要にいたっては同じく３分の
１以下である。年末年始需要もほとんどみられない。


